
ロゴマークのカラーバージョンは
裏表紙に掲載しています。

　

額
田
郡
幸
田
町
と
幡
豆
郡
豊
坂
村
が
町
村
合
併
し
て
、
平
成
26
年
８
月
１

日
で
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、「
町
村
合
併
60
周
年
」
を
記
念
し
て

行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
投
票
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

次
の
候
補
作
品
の
中
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
投
票
で
最
も
得
票
が
多

か
っ
た
作
品
を
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
採
用
し
、
活
用

し
て
い
き
ま
す
。
町
村
合
併
60
周
年
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
作
品

を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
点
ず
つ
選
ん
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　問
合
せ　

企
画
政
策
課
広
報
広
聴
Ｇ 

（
内
線
３
３
３
）

【説明】
①ひと目で60周年が分かり、

えこたんが元気よく還暦を祝
うイメージ

②歩んできた60周年を背に、
未来に向かって凧のように
舞い上がるイメージ

③虹を過去から未来への架け橋
と見たてて、元気よく明る
い未来に飛躍するイメージ

町村合併60周年 ロゴマーク候補

町村合併60周年 キャッチフレーズ候補

ロゴマークのカラーバージョンは
裏表紙に掲載しています。 額

田
郡
幸
田
町
と
幡
豆
郡
豊
坂
村
が
町
村
合
併
し
て
、
平
成
26
年
８
月
１

日
で
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、「
町
村
合
併
60
周
年
」
を
記
念
し
て

行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
投
票
し
て
も
ら
い
ま
す
。

次
の
候
補
作
品
の
中
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
投
票
で
最
も
得
票
が
多

か
っ
た
作
品
を
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
採
用
し
、
活
用

し
て
い
き
ま
す
。
町
村
合
併
60
周
年
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
作
品

を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
点
ず
つ
選
ん
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　問
合
せ

企
画
政
策
課
広
報
広
聴
Ｇ
（
内
線
３
３
３
）

【説明】【説明】
①ひと目で60周年が分かり、①ひと目で60周年が分かり、

えこたんが元気よく還暦を祝えこたんが元気よく還暦を祝
うイメージ

②歩んできた60周年を背に、
未来に向かって凧のように
舞い上がるイメージ

③虹を過去から未来への架け橋③虹を過去から未来への架け橋
と見たてて、元気よく明ると見たてて、元気よく明る
い未来に飛躍するイメージい未来に飛躍するイメージ

町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補町村合併60周年 ロゴマーク候補

町村合併60周年 キャッチフレーズ候補町村合併60周年 キャッチフレーズ候補町村合併60周年 キャッチフレーズ候補町村合併60周年 キャッチフレーズ候補町村合併60周年 キャッチフレーズ候補町村合併60周年 キャッチフレーズ候補町村合併60周年 キャッチフレーズ候補町村合併60周年 キャッチフレーズ候補町村合併60周年 キャッチフレーズ候補町村合併60周年 キャッチフレーズ候補町村合併60周年 キャッチフレーズ候補町村合併60周年 キャッチフレーズ候補町村合併60周年 キャッチフレーズ候補

１ ２

3

     豊かな幸せ これからもずぅ～っと♪
【説明】 豊坂村の「豊」と幸田町の「幸」の一文字ずつを取り、それがずっとずっと発展しながら続くようにという
思いを込めて。

     ハッピー・ダイヤモンド幸田
【説明】 結婚記念の60年目はダイヤモンド婚式とも言われるので、幸田町・豊坂村の合併60周年を「ダイヤモンド婚
式」となぞり、幸田町の「幸」をハッピーとしました。これからも幸せで輝き続ける思いも込めて。

     オンリーワンの住み心地
【説明】 幸田町の良さは人、豊かな自然、歩みを止めない適度な発展にあると思います。その良さの全てを「住み心地」
という表現にしてみました。気づけば周りは「市」ばかりですが、まさにオンリーワンの良さがこの町にはあると思っ
ています。

☆投票できる人  幸田町に在住・在勤・在学している人　　　＊１人１回の投票
☆投票方法  キャッチフレーズとロゴマークの番号、氏名、住所、電話番号を記入して、投票。
(1)投票用紙 ⇒投票箱設置場所の投票箱へ ＜投票箱設置場所＞役場１階総合受付、保健センター、
  中央公民館、町民会館、図書館、老人福祉センター、町民プール
(2)ハガキ  ⇒〒444 ー 0192　幸田町役場　企画部企画政策課　へ郵送 （役場の住所記載不要）

(3)メール  ⇒ホームページから企画政策課へ
(4)ＦＡＸ  ⇒ＦＡＸ番号 63－5139へ
　＊投票用紙は町ホームページでダウンロードしていただくか、役場３階企画政策課と投票箱設置場所
　　に用意してあります。
☆投票締切   平成25年12月20日(金)  （ハガキは当日消印有効、メール・ＦＡＸは当日到着分）

☆結果発表  投票により決定した作品を町ホームページでお知らせします。
  （投票していただいた人の中から、抽選で20人に粗品の進呈を予定しています。）

１

2

3
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（保存会への聞き取りによる）

　

９
月
３
日
か
ら
約
10
日
間
を
か
け
て 

３
斤
24
本
（
保
存
会
の
会
員
の
み
）

２
斤
24
本
（
保
存
会
の
会
員
の
み
）

１
斤
28
本
（
厄
年
の
希
望
者
も
含
む
）

半
斤
33
本
（
厄
年
の
希
望
者
も
含
む
）

の
合
計
１
０
９
本
す
べ
て
の
竹
に
荒
縄

を
巻
き
つ
け
る
。

　

夜
８
時
に
公
民
館
に
集
ま
り
、
す
べ

て
の
手
筒
に
縄
を
巻
き
つ
け
、
竹
の
節

を
抜
き
、
さ
ら
に
内
部
に
丁
寧
に
や
す

り
が
け
を
施
す
。
こ
の
作
業
を
毎
晩
、

夜
10
時
ま
で
行
う
。

　

９
月
１
日
。
区
内
の
竹
林
で
竹
切
り

が
行
わ
れ
た
。
じ
っ
く
り
と
竹
を
吟
味

す
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、ま
っ
す
ぐ
伸
び
、

中
の
空
洞
の
大
き
さ
が
８
セ
ン
チ
以
上

（
見
込
み
）
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
外

か
ら
見
て
節
の
色
が
白
い
も
の
は
若
す

ぎ
る
（
強
度
が
足
り
な
い
）
竹
で
あ
る

た
め
、
節
が
黒
く
な
っ
て
い
る
も
の
、

そ
の
中
で
も
、
樹
齢
５
年
～
７
年
の
も

の
を
経
験
を
頼
り
に
探
し
、切
り
倒
す
。

　

切
っ
た
１
本
の
竹
か
ら
は
２
～
３
本

の
手
筒
し
か
作
れ
な
い
た
め
、
使
わ
な

い
部
分
は
80
㎝
間
隔
に
さ
ら
に
切
断

し
、竹
炭
に
し
て
無
駄
な
く
利
用
す
る
。

年
の
経
験
、

 

感
覚
を
頼
り
に

い
を
込
め
て

１
本
１
本 

妥
協
な
く

（上・中）昭和 50 年代

後半ごろの写真。当時は

さらしに足袋という姿で

手筒花火を揚げている。

（下）平成 17 年の愛知

万博「炎の祭典」で手筒

花火を披露した。

昭和41年 神社社務所の増改築があり、昭和42年に玉垣、由緒碑が                    
完成。これに伴い、当時の青年団に花火の依頼が持ち上がる。

昭和43年、44年 奉納手筒花火を弥栄神社で揚げる。
 ＊この奉納花火のメンバーのうち、４人が現在の保存会に

も在籍している。
昭和54年４月 「しょうぶ会」を発足。
 ＊しょうぶ会の発足後から現在に至るまで、手筒花火の奉

納が行われている。
 （当時は片手で持てるほどの大きさの手筒花火）ただし、芦

谷コミュニティホームが神社敷地内に建設される２年間
は手筒花火の奉納は休止。

 ＊しょうぶ会のメンバーで今の保存会に在籍する人は多数。
平成７年 芦谷煙火愛好会として新たに発足
平成 ８年９月 ７日 こうた夏まつりで手筒花火を披露（以降毎年実施）
平成17年９月15日 愛知万博「炎の祭典」に参加。【そのほかに豊橋市、豊川市、

田原市、新城市、蒲郡市、豊田市(松平)、小坂井町（現：
豊川市）が参加】

平成20年 名称を芦谷煙火保存会（現在のもの）に変更

斤
きん

とは…この手筒花火の場合は

１斤＝ 800g の火薬量を示す。

＊芦谷区の巫女舞は、昭和49年ごろから始まり、これも長い歴史をもつ。

節が黒く、まっすぐな竹を切り倒す

自作の縄巻き機を使う。

縄巻き後は汗をかくほど

力を使う作業が連日続く

一巻きごとに木づ

ちで隙間をつめる

等間隔に切る作業も集中力を

必要とする大切な工程である

仕上げの結びには

熟練の技が光る
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   私が花火を始めたのは、30年ほど前だね。友人が「しょうぶ会」に入っとって、「一度見
においでん」と誘ってくれたのがきっかけでした。初めて花火を持った時は熱くて熱くて
それは大変でしたが、やめたいとかそういう気持ちは全くありませんでしたね。
   現在に至るまでに保存会の名称の変更や、手筒花火が途絶えてしまった時期もありまし
た。それでも現在、25人の会員でこの手筒花火を守り続けています。会員の中にはまだ経
験の浅い人から、30年を超えるベテランも在籍し、その中には大工・ひもを扱う業者など
いろいろな職業の人がいるので、花火を作り上げる過程では、それぞれが詳しい分野でリー
ダーシップを発揮してくれるところがこの会の強みですね。みんなで力を合わせながら、
１本１本に思いを込めて作っています。
   「伝統」というものも、一度事故やケガがあっては台無しになってしまいます。ですから、
これからも安全を第一に考え、ケガや事故が起きないことに神経を注ぎつつ、この奉納花
火の伝統を絶やさないよう、若い世代に「技術」と「思い」を引き継いでいきたいね。

　

縄
巻
き
は
、
手
作
り
の
縄
巻
き
機
を

使
う
。
こ
れ
は
も
と
も
と
縄
業
者
が

使
っ
て
い
た
縄
巻
き
機
を
譲
り
受
け
、

そ
れ
を
地
元
の
自
動
車
加
工
職
人
さ
ん

が
手
直
し
し
、
手
筒
に
縄
を
巻
く
専
用

の
機
械
に
仕
上
げ
た
も
の
だ
。
１
本
あ

た
り
４
～
５
人
で
作
業
を
行
い
、
ひ
と

巻
き
す
る
た
び
に
、
縄
を
力
強
く
引
っ

張
り
、
さ
ら
に
木
づ
ち
で
何
度
も
叩
い

て
１
ミ
リ
の
隙
間
も
作
ら
ず
詰
め
て
い

く
。
そ
れ
を
１
本
１
本
丁
寧
に
行
う
。

　

で
き
あ
が
っ
た
手
筒
は
ベ
テ
ラ
ン
の

会
員
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
少
し
で
も
歪
み

や
緩
い
部
分
が
あ
れ
ば
、
一
か
ら
巻
き

直
し
を
す
る
。
そ
し
て
、細
部
を
磨
き
、

余
分
な
糸
く
ず
を
切
り
落
と
し
、
見
栄

え
良
く
仕
上
げ
る
。
10
日
間
を
か
け
、

無
事
す
べ
て
の
手
筒
が
完
成
し
た
。

　

９
月
14
日
、
手
筒
は
豊
橋
の
花
火
業

者
の
元
へ
搬
送
さ
れ
た
。火
薬
を
詰
め
、

祭
り
当
日
に
神
社
へ
届
け
ら
れ
る
。

　

祭
り
前
日
の
９
月
21
日
、
全
員
が
公

民
館
に
集
ま
り
、
本
番
を
見
込
ん
だ
講

習
会
が
開
か
れ
て
い
た
。「
安
全
に
事

故
な
く
終
わ
っ
て
当
然
」
と
い
う
こ
と

の
本
当
の
む
ず
か
し
さ
を
、
す
べ
て
の

会
員
で
再
度
徹
底
し
て
講
習
に
挑
む
。

毎
年
花
火
を
上
げ
て
い
る
会
員
で
さ
え

も
、
約
２
時
間
、
持
ち
方
や
角
度
な
ど

を
確
認
す
る
講
習
を
受
け
た
。

　

講
習
後
、
手
筒
花
火
を
盛
り
上
げ
る

「
子
ど
も
ち
ょ
う
ち
ん
」
で
使
う
ち
ょ

う
ち
ん
約
60
本
す
べ
て
を
、
手
作
り
で

完
成
さ
せ
た
。「
こ
こ
を
こ
う
し
た
方

が
子
ど
も
た
ち
も
安
全
だ
な
。」
明
日

の
光
景
を
想
像
し
て
か
、
会
員
た
ち
の

顔
も
少
し
ほ
こ
ろ
ぶ
。

　

翌
日
、
つ
い
に
本
番
を
迎
え
た
。

全
で
あ
る
こ
と
が

   

何
よ
り
も
大
切

   私が花火を始めたのは、30年ほど前だね。友人が「しょうぶ会」に入っとって、「一度見
においでん」と誘ってくれたのがきっかけでした。初めて花火を持った時は熱くて熱くて
それは大変でしたが、やめたいとかそういう気持ちは全くありませんでしたね。
   現在に至るまでに保存会の名称の変更や、手筒花火が途絶えてしまった時期もありまし
た。それでも現在、25人の会員でこの手筒花火を守り続けています。会員の中にはまだ経
験の浅い人から、30年を超えるベテランも在籍し、その中には大工・ひもを扱う業者など
いろいろな職業の人がいるので、花火を作り上げる過程では、それぞれが詳しい分野でリー
ダーシップを発揮してくれるところがこの会の強みですね。みんなで力を合わせながら、
１本１本に思いを込めて作っています。
   「伝統」というものも、一度事故やケガがあっては台無しになってしまいます。ですから、
これからも安全を第一に考え、ケガや事故が起きないことに神経を注ぎつつ、この奉納花
火の伝統を絶やさないよう、若い世代に「技術」と「思い」を引き継いでいきたいね。

芦谷煙火保存会 会長

服
はっとり

部  豊
と よ し

司 さん

やすりがついた特殊な棒で

節を抜いた後のでっぱりが

なめらかになるまで削る 最後に細部の仕上げを施し、完成

講習会では、経験年数に

かかわらず全員が、姿勢、

持ち方、腕や手首の角度、

顔の向きなどを入念に確

認する徹底ぶりである

子どもたちが持つちょうちんも

１本１本丁寧に作られていた
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